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 本日の内容 

➤ １．会社の概要 

➤ ２．事業の系統 

➤ ３．業績の推移 

➤ ４．株価の推移と株主還元 

➤ ５．成長に向けた取り組み 

本資料および将来の見通しに関する注意事項 
 
本資料は事業内容等に関する情報提供を目的としており、当社株式への投資を推奨するものではありません。また、
資料に記載されている内容につきましては、種々の前提に基づいたものであり、将来の計画数値、施策などに関す
る記載については、不確定な要素を含んだものであることをご理解ください。 
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 会社の概要     

会社の概要 

社名 株式会社ベスト電器 （BEST DENKI CO., LTD.） 

本社所在地 〒812-8584 福岡県福岡市博多区千代六丁目2番33号 

設立年月日 昭和28年9月3日 

資本金 ３７８億９２百万円 （平成２８年８月末現在） 

事業内容 
家庭用電気製品および情報通信機器を中心とした小売並びに卸売、クレジット事業、サ
ービス事業、その他（人材派遣業、製本･印刷業） 

事業所 
店舗 

本社： 福岡市博多区 / 営業･本店： 福岡市中央区 
店舗･サービス拠点： 九州、沖縄、中国、四国、関西、東海、関東、東北、北海道、 
シンガポール、台湾、マレーシア、インドネシア 

グループ従業員数  ３，４４４名 

発行済み株式数  １億７千５８万株  

株主数  １４，６９８名 （平成28年8月末） 

企業ビジョン 

私たちはプロフェッショナルな人材とグローバルサービスネットワークを通じて、期待を超えるおもてなしと快適なお買
物を生活者に提供する事を約束します。そして、世界で愛されるベスト電器を目指します。 

企業スローガン 

また来てみたいベスト電器！ 
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 会社の概要  － 会社沿革 －     
昭和２８年 ９月  倉庫業を目的に九州機材倉庫（株）を設立 

３１年 １月  家庭用電気製品の販売を開始 

４３年 １２月  （株）ベストサービスを設立し、アフターサービス業務の委託契約を締結 

４５年 １２月  フランチャイズ方式によるチェーン店展開を開始 

４８年  ９月  福岡証券取引所に株式上場 

５１年 ４月  （株）ベストクレジットサービス（現・連結子会社）を設立 

５７年 １２月  東京証券取引所（市場第二部）に株式上場 

５９年 ８月  東京証券取引所の市場第一部に昇格 

６０年 １月  シンガポールに、BEST DENKI(SINGAPORE)PTE.LTD.（現・連結子会社）を設立 

平成 ５年 ７月  第３セクター方式により、（株）ビー・ピー・シー（現・連結子会社）を設立 

１０年 ５月  マレーシアに、BEST DENKI MALAYSIA SDN.BHD.（現・連結子会社）を設立 

２２年 １月  企業価値向上を目指し事業再構築計画を策定 

２３年 ４月  保険業を行う（株）ベストフィナンシャル（現・連結子会社）を設立 

２４年 ７月  （株）ヤマダ電機と資本・業務提携契約を締結および同社に対する第三者割当による新株式の発行を決議 

２４年  １２月  （株）ヤマダ電機に対する第三者割当による新株式を発行 

２５年 ９月  山口県以東の２１店舗をテックランド店舗として活性化 

２８年 ８月  直営店舗の活性化リニューアル延べ９４店舗完了、且つリフォームコーナー併設６１店舗完了 
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 本日の内容 

➤ ２．事業の系統 
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 事業の系統     
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 事業の系統     

お
客
様 

従業員・家族 株主様 お取引様 

ご利用くださる 
結果が！ 

家電販売 
日本・海外 

リフォーム 

ソリュー
ション 

ｱﾌﾀｰ
ｻｰﾋﾞｽ 保証 

子会社 
ｸﾚｼﾞｯﾄ・人材派
遣・保険・印刷業 

家電に次ぐ 柱となる事業への取り組み 

ショッピングのお手伝い 
人材派遣＆ｾｰﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

安心をお届け・ＣＳＲ 

お客様が安心してご利用いただける！ 

売上・利益 
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 事業の系統 － グループ店舗網 九州沖縄 －     

●福岡県 
直営店 ４４店 
ＦＣ店      ７店 

●大分県 
直営店  ９店 
子会社  １店 
ＦＣ店      ４店 

●佐賀県 
直営店   ９店 
ＦＣ店     ２店 

●長崎県 
直営店 １１店 
子会社  １店 
ＦＣ店       ９店 

●熊本県 
直営店 １４店 
子会社  ５店 
ＦＣ店       ９店 

●宮崎県 
直営店  ７店 
子会社  １店 
ＦＣ店      ３店 ●沖縄県 

直営店  ９店 
ＦＣ店    １４店 

ベスト電器の 
九州・沖縄エリア 159店 

売上高シェア １１．５％ 
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 事業の系統 － グループ店舗網 九州以北 －     
■国内・海外店舗状況   
  直営     FC   
  BEST Tecc RE計 純FC 合計 
北海道 4 2 6 37 43 
青森       3 3 
岩手 0 1 1 4 5 
宮城       4 4 
秋田       1 1 
山形       4 4 
福島       2 2 
茨城       1 1 
栃木       4 4 
群馬       2 2 
埼玉 0 3 3 8 11 
千葉 0 2 2 3 5 
東京 0 1 1 8 9 
神奈川 1 4 5 3 8 
新潟       4 4 
石川       1 1 
福井       1 1 
山梨       1 1 
長野 0 1 1 3 4 
岐阜       1 1 
静岡 1   1 8 9 
愛知       2 2 
兵庫 0 1 1 2 3 
鳥取       1 1 
島根 0 3 3 4 7 
岡山 1   1 3 4 
広島       1 1 
山口 4   4   4 
徳島 0 1 1 2 3 
香川 0 1 1   1 
愛媛       5 5 
高知       5 5 
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 本日の内容 

➤ ３．業績の推移 
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 業績の推移 － 【連結】売上高・経常利益高 －      

 ヤマダ電機との資本・業務提携以降 

地デジ転換 
エコポイン政策 特需 

 ヤマダ電機との資本・業務提携以降 

 事業再構築計画発表 

年0 

年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 

年0 

H25年2期 H26年2期 H27年2期 H28年2期 H29年予 

  粗利率 21.39% 23.63% 22.94% 23.58% － 

 販管費 41,615 39,698 39,485 38,130 － 

  営業利益高 ▲3,114 1,264 692 2,071 3,000 

  当期純利益 ▲17,348 1,620 1,637 1,695 2,500 
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 業績の推移 － ヤマダ電機との資本・業務提携以降 －      

2016年 

2016年 

2016年 

2016年 

2016年 

2016年 

H25年2期 
H26年2期 H27年2期 H28年2期 H29予想 

  粗利率 21.39% 23.63% 22.94% 23.58% － 

  販管費 42,615 39,698 39,485 38,130 － 

  営業利益高 ▲3,114 1,264 692 2,071 3,000 

  経常利益高 ▲3,579 2,141 1,950 2,591 3,500 

  当期純利益 ▲17,348 1,620 1,637 1,695 2,500 

 ヤマダ電機との資本・業務提携以降 

４期連続黒字計上 
Ｈ２９予想は上方修正！ 

粗利率の改善 

販管費の削減 

黒
字
転
換 

当社は、ヤマダ電機との資本・業務提携により、営業力・
収益力の向上に取り組み、安定的な事業収益構造の確
立に努めてまいりました。 

この資本・業務提携により、ヤマダ電機が有する高い競争
力と信用力を享受することができ、当社グループの競争
力および収益力を向上することができています。 
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 業績の推移 － 財務指標 －      

2016年 

売上高経常利益率 

総資産・自己資本推移 

自己資本比率の着実な向上 
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 業績の推移 － 財務指標 －      

2016年 

2016年 

2016年 

2016年 

2016年 

2016年 

ＲＯＡ・ＲＯＥ 

借入金の推移 

ROA ▲15.7% 
ROE ▲43.0% 

借入金は最大値から、６年間で▲２９１億円削減（H28.2期）し、 
流動比率、当座比率などの指標も、安全性を確保しています。 
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 本日の内容 

➤ ４．株価の推移と株主還元 



☚ YDｸﾞﾙｰﾌﾟ化ｽﾀｰﾄ 

☚ ヤマダとの資本業務提携決議 

☚ 自民党政権復活 

16 

 株価の推移  

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 

 時価総額 １８，４２３百万円 

 発行済株式数 １億７千５８万株 

 ＰＢＲ（株価純資産倍率） ０．４４倍  

 ＰＥＲ（株価収益率） ８．０７倍 

 ＢＰＳ（1株当純資産） ２４７．２９円 

 ＥＰＳ（1株当当期純利益） １３．５１円 

☚ 年初来 円高・株安 

☚ 増税再延期 

☚ 消費税８％ 

☚ ベスト復配発表 
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 株主還元  

 株価（10月5日現在） １０９円 

 単元株数 １００株 

 最低購入金額 １０，９００円 

 １株当配当 １．００円 

 配当利回り ０．９２％ 

 優待権利確定日 ２月末日 

ベスト電器で利用できる優待値引券 
「株主優待券」 ５００円 

   １００株以上 １０枚 

  ２５００株以上 ３０枚 

  ５０００株以上 ５０枚 

 ２５０００株以上 ６０枚 

 ５００００株以上 １００枚 

当社は、この数年間、事業再構築に取り組んでまいりました。ヤマダ電機との
資本業務提携の以降、おかげさまをもちまして一定の業績は回復いたしました
が、まだ道なかばであり、老朽化してきた既存店舗の改装、海外店舗の出店、
財務基盤の強化などの内部留保を図る必要があることから、１円の配当とさせ
ていただいております。 
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 本日の内容 

➤ ５．成長に向けた取り組み 



昭和５４年（１９７９年）当時、ベスト電器は家電量販部門で売上高日
本一の座を奪取しました。 
しかし、当時の家電専門店は、それぞれが寄って立って地盤を持ってい
て、激しい攻防もなく、表面上は和気あいあいの商売をしていました。 
また、大店法による出店規制もあり、地上戦での成長には限界がありま
した。 

創業者の北田は、事業拡大の機会を海外に求めました！ 

昭和５７年（１９８２年）、東南アジアへの市場調査と提携先の模索を開
始しました。 

昭和５９年、ヤオハン総帥の和田代表がベストに提携を打診しました！ 

 成長に向けた取り組み － 海外事業の歴史 － 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　
　　　◆平成２３年４月末で５０６店
　　　　国内直営店：１７７店（うち九州には１１７店）
　　　　国内ＦＣ店：　２７３店（うち九州には　９９店）
　　　　海外店　　：56店舗　
　　　◆1986年、シンガポールに海外初の店舗をオープンさせ、　　　
　　　　現在6ヵ国56店舗（2011年4月時点・香港含む）
　　


　　　　
　

　　　　　　



 

 

ヤオハンとの合弁で現地法人を設立し、１９８５年（昭和６０年）３月、ベスト電器海外１号
店がシンガポール（オーチャード店）にオープンしました。その翌年の５月、トムソン店、１１月に
はカトン店が相次いでオープンし、当社の海外事業展開の礎を築きました。 

中央が創業者の北田、右がヤオハン和田代表 

 成長に向けた取り組み － 海外事業の歴史 － 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　
　　　◆平成２３年４月末で５０６店
　　　　国内直営店：１７７店（うち九州には１１７店）
　　　　国内ＦＣ店：　２７３店（うち九州には　９９店）
　　　　海外店　　：56店舗　
　　　◆1986年、シンガポールに海外初の店舗をオープンさせ、　　　
　　　　現在6ヵ国56店舗（2011年4月時点・香港含む）
　　


　　　　
　

　　　　　　



■経済規模が拡大する 
  アジアの新興国 
■経済成長に伴い強まる 
  アジアの購買力への期待 

 成長に向けた取り組み － アジア展開を加速 － 

■人口増加と内需拡大が期待されるアジア 

21 
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【台湾】 
倍適得電器股份有限公司 
提携 
（店舗数）32店舗 

【マレーシア】 
BEST DENKI MALAYSIA SDN.BHD 
子会社（連結） 
（店舗数）7店舗 

【シンガポール】 
BEST DENKI(SINGAPOLE)PTE.LTD 
子会社（連結） 
（店舗数）11店舗 

【インドネシア】 
PT.BEST DENKI INDONESIA 
子会社（連結） 
（店舗数）21店舗 

海外店舗数 71店（2016年8月末）  
当社は東南アジアにおいて、家電専門店としての強いブランド
力を持っております。今後もシンガポールを基点として、都市
部に集中的に出店する計画であり、ベトナムやタイ、フィリピン
などへの進出も考えております。年間５店舗程度のペースで
出店し、２０２０年ごろには１００店舗、売上高５００億円規模を
目指したいと考えております。 

中国1店舗 

カンボジア  
1店舗 

 成長に向けた取り組み － アジア展開を加速 － 

・グローバルハブとして確立した立地を活かし、 
     シンガポールは近隣諸国の拠点位置付け 
・ＡＳＥＡＮのショールームとしての役割りを持ち、 
      インドネシア・クウェートへの出店を実現 

今後、シンガポールを拠点に！ 
 ミャンマー・タイ・ベトナム 
 ・フィリピンへの出店を検討！ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=ULQ9n4-PPzXckM&tbnid=PoGe7XjXkEZJ_M:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.jetro.go.jp/world/asia/&ei=mFh3UorELIOVkwXX1YHgDw&bvm=bv.55819444,d.dGI&psig=AFQjCNF0gW_K_s7ITJzjR7je89JWnThqxw&ust=1383639447506581


 成長に向けた取り組み － 海外（直営＝ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾏﾚｰｼｱ）業績 － 
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経常利益高の推移 

売上高の着実な成長と共に、 
連結売上高に占める、海外売上の構成比も 
年々高まり、当社に於いて、海外事業は益々 
その重要度が高まっています。 

利益も着実に増加しています 

平成29年2月期予想については、円高のため、 
円換算では減収となっていますが、現地通貨ベース
では、前年を上回る売上予想になっています。 
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 成長に向けた取り組み － 家電製品の歩みと普及率 － 



商品分野別 
15年度見込み 16年度予測 

金額    
（億円） 

前年比
（％） 

構成比 
（％） 

金額     
（億円） 

前年比
（％） 

構成比 
（％） 

映像機器 6,720 97.7 9.4 7,304 108.7 10.1 

音響機器 1,028 99.9 1.4 1,021 99.3 1.4 

情報               
通信機器 32,034 94.7 45.0 31,336 97.8 43.4 

家事家電機器 4,705 103.1 6.6 4,822 102.5 6.7 

調理機器 9,197 105.7 12.9 9,834 106.9 13.6 

理美容                             
健康機器 3,530 106.9 5.0 3,685 104.4 5.1 

空調機器 8,544 99.5 12.0 8,858 103.7 12.3 

管球ランプ      
電池 4,559 98.6 6.4 4,568 100.2 6.3 

記憶媒体 528 91.7 0.7 483 91.5 0.7 

住設機器 315 94.0 0.4 304 96.5 0.4 

10分野合計 71,159 98.3 100.0 72,213 101.5 100.0 

2015年度の総需要実績（メーカー販社出荷ベース）は、７兆1,159億円で対前年比98.3%。                   
2016年度の総需要予測は、対前年比101.5%の7兆2,213億円と予測される。 

※IT＆家電ビジネス2016年3月号より抜粋 

品目別 

16年度予測 

金額                              
（億円） 

台数   
（万台） 

金額前年比            
台数前年比

(%)  

薄型テレビ 4,580 568 113                     
108 

             
レコーダー 
 

1,373 355 108                       
103 

パソコン 11,110 1,725 97                
96 

            
冷蔵庫 
 

4,743 410 111                        
107 

洗濯機 2,905 428 102                         
100 

エアコン 6,790 830 104                         
103 

クリーナー 1,817 758 103                     
102 

          
携帯電話 
 

16,060 3,910 99                   
96 

 成長に向けた取り組み － 家電製品の需要 － 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■商品カテゴリーを見ると、出荷金額が15年度を上回ると見られるのは10分野中6分野。
映像、調理、家事、理美容・健康、空調、管球ランプ・電池となっています。

また、金額伸長率で最も高い分野は映像機器で、前年比108.7％。



（IT＆家電ビジネスより一部転載※JEITA、15・16年度はリック推定） 

 

6,453  
5,376  5,490  5,240  5,680  

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度予測 

薄型テレビの国内出荷台数推移 
（千台） 

3,023  3,661  2,581  2,400  2,100  

8,129  8,448  
6,606  7,400  7,200  

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度予測 

パソコンの国内出荷台数推移 

デスクトップ ノート 

（千台） 

3,265  

3,040  3,104  

3,440  
3,550  

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度予測 

ＤＶＤ・ＢＤレコーダー・プレーヤー国内出荷台数推移 

（千台） 

2016年度予測のポイント 
【薄型テレビ：５，６８０千台】 
・薄型ＴＶは16年度、リプレース需要の本格化が見込まれ、４
Ｋテレビもいよいよ普及期を迎えるため、台数・金額ともに前
年プラスに転じると予想される。４Ｋテレビの台数構成比は、
25％程度まで高まる見込み。主力となる40Ｖ型以上では、台
数・金額ともに２桁伸長を予測する。 

2016年度予測のポイント 
【ＢＤ・レコーダー、プレーヤー：３，550千台】 
・全録モデルのラインアップが充実し、リプレース需要
の受け皿となり微増を予測する。 

 

2016年度予測のポイント 
【パソコン：９，３００千台】 
・ウインドウズ10など新たな提案要素は増えており、減
少幅は縮小するが、需要低迷から抜け出すのは難しい。 

 

9,300 9,800 9,187 

12,109 11,152 
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 成長に向けた取り組み － 主要商品の需要動向 － 



2016年度予測のポイント 
【冷蔵庫：４、１００千台】 
・キッチン家電は全般に好調。省エネ、501Ｌ以上の
大容量タイプが好調に推移する。 

 

2016年度予測のポイント 
【洗濯機（全自洗・洗乾・二層式込み）：４，２８０千台】 
・洗濯乾燥機は１６年度も高付加価値タイプが伸び
ると見込まれ、ドラムからドラムへの買い替えや縦
型の容量アップ効果で金額需要はアップが予測され
る。 

※日本電気工業会自主統計・15・１６年度はリック推定 

4,324  4,663  
3,828  3,850  4,100  

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度予測 

冷蔵庫の国内出荷台数推移 
（千台） 

4,925  
5,039  

4,353  4,280  4,280  

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度予測 

洗濯機の国内出荷台数推移 

※日本電気工業会自主統計・15・16年度はリック推定 

8,521  
9,423  

7,848  8,090  8,300  

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度予測 

エアコンの国内出荷台数推移 

2016年度予測のポイント 
【エアコン：８，３００千台】 
・１６年度は堅調な暖房エアコン需要に加え各社の
高能力の品揃えがさらに充実することで平均単価も
アップすると予測される。 

 成長に向けた取り組み － 主要商品の需要動向 － 
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■2015年度総需要実績（メーカー販社出荷ベース） 

7兆1,159億円（対前年比：98.3％） 

（IT&家電ビジネス【㈱リック】2016/3より） 

7兆2,213億円（対前年比：101.5％） 

■2016年度総需要予測（メーカー販社出荷ベース） 

 成長に向けた取り組み － 家電製品の総需要 － 

28 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■2015年度の総需要見込みは、７兆１，１５９億円で対前年比98.3％の見込み。
これに対し、２０１６年度の総需要は、対前年比１０１．５％の７兆２，２１３億円と予測される。

■15年度の販売状況は、夏商戦のスタートが遅く、７～8月の1ヵ月間は猛暑という
極端な天候だった。冬も同様に暖冬でのスタートとなり、天候がなかなか安定しない
状況が続いた。
ＡＶ商品や情報家電の需要はダウンしたが、白物家電や理美容・健康家電等が
落ち込みをカバーした。
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 成長へ向けた取り組み     

   既存店舗の活性化・競争力の向上 

  安定した収益構造の確立・海外出店 

 家電に次ぐ、柱となる事業の成長 

実行・実現！ 
当社の事業サイクルを、 
より強固なものにして！ 
さらなる成長を目指します！ 
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 ご清聴ありがとうございました！ 
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